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２０１９年度 

 

 

 

 

生徒指導のしおり 

  （生徒及び保護者用） 

 

 

 

当たり前のことが当たり前にできる生徒の育成を目指して 

 

 

 

 

 

 

 一、全職員、共通理解・協力体制・事前指導・その場指導・事後指導 

   を徹底し、学年会との連携を密にして指導強化を図る。 

 一、諸活動を通して生徒の安全を確保し、安心して学習できる態勢を 

   整える。 

  一、校内・校外において規範意識を持って活動できる生徒の育成 

を目指す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

嘉 手 納 高 等 学 校 生 徒 指 導 部 
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Ⅰ 生徒指導に関する規定（嘉手納高校内規より） 

１．服装・容儀に関する規程 

 

 服装・容儀については、本校生徒として自覚を持ち、心を引き締め、常に端正で清潔であるように

する。指導に応じない場合は、生徒指導方針に則って指導を行う。 

 

（１）登下校は学校所定の制服を着用し、履物は靴を用いること。ただし、学校行事の認める場合や

特別の事情がある場合はこの限りではない。 

（２）制服について（制服の新調は必ず指定店を利用すること） 

  ①男子制服 

   ◆夏 期（５～10月） 

    無地グレーのズボンに白半袖シャツをズボンの中に入れて着用する。 

    ズボンの素材･･････2╱1 ｻｰｼﾞ（ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ 80％、ｳｰﾙ 20％）AGS8921、色 Ｍ17 

    シャツの素材･･････綿混ブロード（綿 55、ポリエステル 45）色 白 左胸に校章の刺繍 

    ネクタイの素材･･････ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ 100％ ｴﾝｼﾞ色 

   ◆冬 期（11～４月） 

    夏期と同一ズボンに白長袖シャツをズボンの中に入れ、ネクタイをしめブレザーを着用する。 

    ブレザーの素材･････････････サージ（ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ 70％、ｳｰﾙ 30％）紺色 

    ズボン・シャツ・ネクタイの素材･････夏期と同一素材 

ニットベストの素材･････天竺編み（ｱｸﾘﾙ 70％、ｳｰﾙ 30％）紺色 ※希望購入 

  ②女子制服 

      ※スカート丈は、ヒザの中心にかかる程度とする。 

   ※希望者は、ズボン（男女兼用）の着用も可とする。 

   ◆夏 期（５～10月） 

    無地グレーのボックスプリーツスカートに白半袖シャツをスカートの中に入れて着用する。 

    スカートの素材･･････ｸﾞﾚｰ、ﾊﾞﾗｾｱ（ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ 50％、ｳｰﾙ 50％） 裾に校章のシール 

    ズボンの素材･･････2╱1 ｻｰｼﾞ（ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ 80％、ｳｰﾙ 20％）AGS8921、色 Ｍ17 

    シャツの素材････････綿混ブロード（綿 55、ポリエステル 45）色 白 左胸に校章の刺繍    

ネクタイの素材･････････････ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ 100％ ｴﾝｼﾞ色 

   ◆冬 期（11～４月） 

    夏期と同一スカートに白長袖シャツをスカートの中に入れ、ネクタイをしめ、ブレザーを  

    着用する。 

    ブレザーの素材･････････････サージ（ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ 70％、ｳｰﾙ 30％）紺色 

    シャツ・スカート・ズボン・ネクタイの素材･････夏期と同一素材 

ニットベストの素材･････天竺編み（ｱｸﾘﾙ 70％、ｳｰﾙ 30％）紺色 ※希望購入 

 ※男女とも体調不良などの理由で、防寒のためにブレザーの下にのみ黒・紺系のセーター・カーデ 

  ィガンの着用を認める。女子は学校側からの許可を得た場合、黒・紺系のタイツの着用を認める。 

 ※2019年度入学生から、学校指定のニットベストを採用したためそれを推奨する。 
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附 則 

１ 規程の一部を改正して平成２１年４月１日から施行する。 
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※服装容儀についての指導 

○短いスカート指導・・・年度毎とする。問題行動の懲戒指導の累積とは別とする。 

 スカート丈は、ヒザ皿中心部にかかる程度とする。 

○ウェスト部分で折り曲げて着用している（クルクル巻いている）場合はその場で直させる。短く切 

 ったスカートを着用している場合は規定のスカートを買い直しの上、短く切ったスカートは卒業す  

 るまで生徒指導部にて預かる。 

  

※以下の通り指導する。 

１回目・・・・本人を呼び出し生徒指導部で注意する。(担任を通して保護者へ連絡) 

２回目・・・・本人を呼び出し生徒指導部で注意する。(反省文。担任を通して保護者へ連絡) 

３回目・・・・特別指導。（教頭より厳重注意。日誌指導・放課後作業等） 

４回目・・・・訓告（保護者呼び出しのうえ、校長より訓告を行う） 

５回目以降・・５日間の停学指導（保護者呼び出しのうえ、校長より停学を言い渡す） 

 

（３）頭髪について 

  頭髪は高校生らしく、常に端正で清潔であること。染髪、パーマ、カール、エクステンション、

編み込み、剃り込み、過度なツーブロック等の奇抜と判断される髪形は禁止する。 

 

※染髪パーマなど頭髪違反による指導について 

  ○意図的に違反をくり返す生徒に関しては、指導拒否とみなし生徒指導委員会で審議した後に  

  懲戒指導（訓告以上）を行う。 

 

（４）化粧、装飾品等について 

  化粧、まつげエクステンション、ピアス(ボディピアス含む)、指輪、ネックレス、マニキュア、

色つきのリップクリーム、眉剃り等は禁止する。化粧等は生徒指導室に行かせて落とさせる。装

飾品はその場預かり指導をおこなう。指導はその場で見つけた職員が行い、生徒指導部に連絡す

る。 

※制服以外の服装の指導（ピアス、セーター、ジャンパー・ポロシャツ、スリッパ等） 

  ○違反している場合は以下の通り指導する。 

  １回目・・・生徒指導部で預かり指導を行い、放課後返す。 

  ２回目以降は生徒指導部で預かり指導を行い、年度末に返す。それ以前に返してもらいた 

  い場合は保護者に返却する。 

 ○意図的に違反をくり返す生徒に関しては、指導拒否とみなし生徒指導委員会で審議した後に懲戒 

  指導（訓告以上）を行う。 

 

（５）刺青（タトゥー）については禁止する。 

※刺青（タトゥー）の指導 

 ○刺青（タトゥー）をした場合は、停学を含めた強い指導を行う。 
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２．遅刻・欠席・欠課指導に関する規程 

（１）遅刻指導に関する規程 

① 無届の欠席・欠課をした生徒は、翌日学級担任で事後指導をする。 

② 学級担任の指導で改善がみられない生徒は、学年部で指導し、家庭に連絡して注意を促す。それ

でも改善がみられない生徒は、生徒指導部が指導をする。 

③ 遅刻指導に関して下記の指導を行う。 

  3 回  保護者に連絡(担任) 

  5 回  保護者に連絡(担任)→学年主任指導 (反省文) 

  10 回  保護者に連絡(担任)→生徒指導による特別指導(毎朝 8 時 15 分登校 5 日間) 

  15 回  訓告指導 (毎朝 8 時 15 分登校 ＋ 日誌指導 5 日) 

  20 回  停学指導 (毎朝 8 時 15 分登校 ＋ 日誌指導 5 日) 

 

（２）欠席・欠課指導に関する規程 

① 理由があって欠席・欠課をする生徒は、保護者から学校へ連絡してもらう、又早退す 

 る場合には担任を通じて所定の届け出を提出する。 

② 無届欠席・欠課をした生徒は、翌日学級担任で事後指導を行う。 

 

（３）段階的な勤怠指導 

①無届欠席・無届欠課について下記の指導を行う。 

段階指導       指 導 方 法 担  当 

1段階 無届欠課（ ２回 ）  保護者へ連絡（担任） 

無届欠席（ 1回 ）  注意指導 

 

担  任 

2段階 

（厳重注意） 

            保護者へ連絡（担任） 

無届欠課（ ３回 ）  学年指導 

無届欠席（ ３回 ）  （反省文指導） 

 

学年主任 

 

3段階 

（特別指導） 

 5日間 

             保護者へ連絡（担任） 

無届欠課（ ５回 ）  （教頭指導・日誌指導 

無届欠席（ ５回 ）   朝清掃活動） 

※指導中 1つでもかかったら特別指導の日数を追加する。 

 

生徒指導部 

翌月以降の 

3段階 

（2回目以降）    

保護者呼び出しの指導（訓告、停学指導、進路変更など）を

行う。 

 

生徒指導部 

②上記指導を行っても改善の見込みがない生徒の場合は、保護者呼び出しの指導（停学指導・進

路変更など）を行う。 ※回数は月毎とするが、3段階は累積（1年ごと）とする。 
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３．交通安全に関する規程 

（１）オートバイの免許取得及び運転は、卒業まで全面禁止とする。 

（２）保護者以外の運転する車両等の同乗は、原則禁止とする。高校生の運転する車輌等の同乗は、

懲戒指導の対象となる。 

（３）自動車免許に関しては、３年生で就職または進学等において自動車運転免許証が必要な生徒は、

学校に届けを行い、夏期休暇以降に取得することができる。ただし、取得しても運転は禁止とす

る。 

①自動車運転免許証の取得に限り、３年生の２学期以降に仮免許・卒業検定・本免許取得の受験

日をそれぞれ１回限り出席扱いとすることができる。ただし、事前に手続きを取らなければ出

席扱いとすることはできない。（考査期間及び学校行事期間は不可とする。） 

②通学・校内外における学校行事・部活動、その他学校に関わる活動場所への運転は禁止とする。

また制服での運転も禁止とする。違反した場合は懲戒指導の対象となる。 

  ③放課後、休日も含めて車両での登校及び来校を禁止する。また、学校近隣に駐車しての登校及 

   び来校も禁止とする。違反した場合は懲戒指導の対象となる。 

附 則 

１ 規定の一部を改正して平成２１年４月１日から施行する。 

２ 規定の一部を改正して平成２８年４月１日から施行する。 

 

４．アルバイトに関する規程 

（１）高校生は学業に専念することが本来の努めであり、アルバイトは原則として禁止する。 

（２）特別の事情でアルバイトを希望する生徒は、保護者の責任と許可のもと、事前に生徒指導部に

届け出るものとする。 

（３）居酒屋／スナック等の飲酒を主とする店・夜間の仕事・危険な仕事等、高校生にふさわしくな

いと思われるアルバイトは禁止とする。（指導の対象とする） 

（４）アルバイトを行う時間は、学業に支障のない時間に行い、午後１０時以降の夜間外出禁止時間

帯に行わないようにする。 

５．部活動に関する規程 

（１） 平日の部活動の時間は、午後７時３０分までとし、午後８時完全下校とする。 

（２） 学校休業日（土日、夏季休業等）の部活動の時間は、午後６時までを目安とする。 

（３） 部活動は原則として、考査期間中は停止する。ただし考査期間終了後１週間以内に、公式の

大会(試合)が予定されている部については、所定の様式による届出により１日２時間以内の練

習を認める。なお活動時間については、部顧問の判断によって延長できる。 

 

附 則 

１ 規定の一部を改正して平成２４年４月１日から施行する。 
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６．合宿に関する規程 

 

（１） 合宿の目的を明確にし、計画書を生徒指導部に提出すること。 

（２） 合宿は、原則として本校施設内で引率教諭の指導の下に実施する。但し、期間と場所につい

ては、生徒指導部の承認と許可を得て、特例を認めることもある。 

（３） 合宿許可願いは、合宿に入る１週間前までに所定の用紙によって、引率教諭を経て生徒指導

部に提出し、学校長の許可を得ること。 

（４） 引率教諭は生徒と同じ施設に宿泊すること。 

 

 

 

７．校外での活動（キャンプ・バーベキュー・宿泊研修等）に関する規程 

 

（１） 校外での活動は、生徒のみの実施を禁止する。 

（２） 研修を中心に行われる公共施設（市町村の付帯キャンプ場を含む）を利用する宿泊研修は、

担任が必要と認めたとき、クラス単位で行うことが出来る。 

（３） 上記（１）（２）とも研修計画書と保護者の承諾書を生徒指導部へ提出し、承認を受けなけ

ればならない。 

 

附 則 

１ 規定の一部を改正して平成２４年４月１日から施行する。 

 

 

 

８．昼食に関する規程 

 

（１） 原則として弁当持参とする。 

（２） 弁当を持参できない生徒は、校内の業者が販売する弁当を購入することとし、原則として弁

当購入のための校外外出は禁止する。 

（３） 弁当購入は４校時終了後とする。 

（４） 校外での昼食は禁止する。 
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９．携帯電話などの情報通信機器に関する規程 

 

 携帯電話・スマートフォンなど情報通信機器（以下「情報通信機器」）については、登校時(校門)

から終業時（帰りのＳＨＲ）まで電源を切り、一切の使用を禁止する。但し、特別な場合がある場合

にのみ教師の許可を得て使用することができる。 

※考査時に携帯電話など情報通信機器を使用した場合は、カンニングとみなし懲戒指導の対象となる。 

（１）携帯電話についての指導・・年度毎とする。問題行動の懲戒指導の累積とは別とする。 

  違反行為については以下の通り指導する。 

１回目・・・・・生徒指導部で預かり指導を行い、放課後返す。（担任を通して保護者へ連絡） 

２回目・・・・・生徒指導部で預かり指導を行い、１週間後に返す。それ以前に返してほしい        

場合は保護者に来てもらう。（担任を通して保護者へ連絡） 

３回目・・・・・特別指導。（教頭より厳重注意。日誌指導・放課後作業等） 

４回目・・・・・訓告（保護者呼び出しのうえ、校長より訓告を行う） 

５回目以降・・・５日間の停学指導（保護者呼び出しのうえ、校長より停学を言い渡す） 

（２）いじめ行為、携帯電話などの情報通信機器やＰＣのメール・書き込みを利用した誹謗中傷等が

あった場合の指導は原則として問題行動と同様に対処するが、職員会議にて審議の上、処分を決

定する。 

 

附 則 

１ 規定の一部を改正して平成２４年４月１日から施行する。 

 

 

１０．懲戒指導に関する規程 

  １．懲戒指導 

（１） 校長及び教員は、教育上必要があると認めたときは、生徒に懲戒を加えることができる。た

だし、体罰を加えることはできない。 

（２） 懲戒は、退学、停学及び訓告とする。 

（３） 訓告は、保護者の出席を求め、校長から訓告をし、保護者連署の誓約書及び特別指導を課す。 

    特別指導は、授業を受けながら日誌指導・勤労奉仕的作業を課す。 

（４） 停学は、有期（３週間未満）及び無期（３週間以上）とし、保護者の出席をもとめ、校長か

ら訓戒を与え、保護者連署の誓約書及び反省日誌を提出させる。 

    指導方法 

     １ 事業所にて職場体験学習を行う。 

     ２ 別室にて自習課題をこなし勤労奉仕的作業を課す。 

     ３ 保護者引き取りによる家庭学習。 

    学校の状況や生徒の実情に応じて、生徒指導部の判断によりいずれかの指導を実施する。 
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（５） 退学は、次の各項目のいずれかに該当する者に対して行う。 

   （ア）性行不良で改善の見込みがないと認められる者。 

   （イ）学力劣等で成業の見込みがないと認められる者。 

   （ウ）正当な理由がなくて出席常でない者。  

   （エ）学校の秩序を乱し、その他生徒としての本分に反した者。 

   （オ）その他、内規に定める者。 

（６）懲戒指導は（表１）のとおり扱う。 

 問題行動 １ 回 目 ２ 回 目 ３ 回 目 ４ 回 目 

① 

交 

通 

安 

全 

 

 

 

バイク免許取得 停学５日間 審 議 事 項 

車輌運転 停学５日間 停学８日間 停学10日間 無期停学 

車輌同乗 訓 告 停学５日間 停学８日間 停学10日間 

車輌通学、制服での

運転等 

停学５日間 

 

停学８日間 

 

停学10日間 

 

無期停学 

 

交通三悪 審 議 事 項 

暴走行為 審 議 事 項 

警察・家裁 審 議 事 項 

その他交通違反 審 議 事 項 

② 深夜徘徊 厳重注意 厳重注意 訓 告 停学７日間 

③ 

喫

煙 

喫 煙 停学５日間 停学８日間 停学10日間 無期停学 

煙草所持 停学５日間 停学８日間 停学10日間 無期停学 

喫煙同席  訓 告 停学５日間 停学８日間 停学10日間 

④ 飲 酒 停学５日間 停学８日間 停学10日間 無期停学 

⑤ 飲酒同席 訓 告 停学５日間 停学８日間 停学10日間 

⑥ 考査時の不正行為 停学５日間 停学８日間 停学10日間 無期停学 

⑦ スカート指導 厳重注意 厳重注意 特別指導 訓 告 

⑧ 携帯電話指導 厳重注意 厳重注意 特別指導 訓 告 

⑨ 刺青（タトゥー） 審 議 事 項 

⑩ 恐喝・強盗 審 議 事 項 

⑪ 窃盗・万引き 審 議 事 項 

⑫ 暴力行為 審 議 事 項 

⑬ い じ め 審 議 事 項 

⑭ その他違法行為 審 議 事 項 

⑮ その他教育上重大な問題に関して、その都度職員会議で審議する 

※無期停学以上の指導は「自主退学勧告」とする。 

「自主退学勧告」を受けた生徒が、保護者の同意の上、本校での学業を継続したいと希望する場合は、

職員会議にて審議する。希望が認められた場合は、無期停学（４週間以上をめど）とし、次回問題行

動があった場合には、自ずから退学すると意思確認をした上で『確約書』を取る。  

（確約書→次回生徒指導上の問題があった場合、自主的に退学することを約束する文書） 
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２．指導方法 

（１）指導の累積 

 懲戒指導は問題行動の種類が違っていても、入学から卒業まで累積して加算していく。 

 （例）喫煙で停学 5 日間の指導を受けた生徒が飲酒をした場合。飲酒は本来なら停学 5 日間である

が、２回目の懲戒になるので一つ加算して停学 8 日間となる。喫煙同席で訓告を受けた生徒

が喫煙をした場合。喫煙は本来なら停学 5 日間であるが、２回目の懲戒になるので一つ加算

して停学 8日間となる。 

   ※スカート指導と携帯電話の指導に関しては、問題行動の懲戒指導の累積とは別とする。 

（２）指導について 

  （ア）指導は全職員が協力してあたる。 

  （イ）懲戒の言い渡し、解除には保護者を召喚する。 

  （ウ）保護者の召喚時に、学級担任、生徒指導部、校長で教育相談を行う。 

  （エ）反省文、日誌、読書、課題学習、職場体験学習、勤労奉仕的作業等で指導する。 

  （オ）タバコ・電子タバコ・ライター・マッチ・タスポカードの所持は喫煙とみなし、懲戒指導 

     とする。 

  （カ）ノンアルコールビール/カクテル等は酒類として懲戒指導の対象とする。 

  （キ）考査時の不正行為については該当科目を０点とし、その後は別室受験とする。 

  （ク）懲戒を受ける生徒は、原則として午前８時１５分までに登校し、上記（エ）を終了後、生 

徒指導部又は HR担任の許可を受け下校する。 

  （ケ）無期停学の懲戒で、保護者引き取りの生徒は、最低週に１日登校日に出校し、課題等の確 

認・自学自習を終日行う。 

     （登校時間・下校時間は上記（ク）に準ずる。） 

      ※ テストは特別教室で受験させる。 

      ※ 行事の参加については、職員会議でその都度協議する。 

（コ) トランプ、カード等の持ち込みは禁止する。 

  （サ）SNS を用いた他者への誹謗中傷においては、厳しく処分する。 

（３）審議事項について 

   審議事項は、生徒指導委員会の決定をもとに職員会議にて審議し、様々な観点から総合

的に判断し決定する。1 回の問題行動で無期停学以上の処分になる場合もある。 

 

３．懲戒の延長及び解除 

（１）懲戒等を受ける生徒の行動は、検印・評価・課題等によって総合評価され解除の条件となる。

ただし、総合評価が要指導の場合（例えば、日誌を書いていない。時間を守れない。課題が終了

できない。等々）は、指導期間を延長することができる。 

（２）解除は、保護者を召喚し、校長から訓戒を与え「誓約書」を取って解除する。 

 

附 則 

１ 従来の適用例にもとづき、平成２８年４月１日から一部を改正して施行する。 
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１１．心因的な理由により別室登校する生徒の取り扱いに関する規程 

 

（１） 心因的な理由により集団（学校）生活に著しく不適応が認められる生徒の出席に関しては、カ

ウンセリング委員会で検討し職員会議に諮り、当該生徒の心身の状況に応じて柔軟に対応して

いく。 

（２） 相談室・保健室登校（県立総合教育センターなどの公的機関も含む）などが承認された生徒

の出席扱いは、生徒が相談室・保健室登校を始めた時点にさかのぼって適用できる。 

（３） 学級担任・教育相談係・養護教諭などは、当該生徒の心身の状況を見ながら適宜相談を行う。 

    指導または相談についてはカウンセリング委員会で当該生徒への対応の仕方を話し合い、関

係職員でその指導方法を確認しておく。 

（４） 各教科担任は、学級担任や教育相談係等とも連携しながら、当該生徒が過重な負担にならな

い範囲で課題やレポートを与えても良い。 

（５）評価は原則として定期考査を受験させるものとし、実技を伴う教科などの場合は、レポート、

または課題などで総合的に行う。 

 

 

附 則 

１ この規程は平成１３年４月１日から適用する。 

２ 規程の一部を改正して平成２４年４月１日から適用する。 
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１２．生徒会会則 

 

第 1章 総則 

 

(名称) 

第 1条 本会は、沖縄県立嘉手納高等学校生徒会(以下、本会)と称する。 

(会員) 

第 2条 本会は、嘉手納高等学校の全生徒をもって組織し、本校職員を顧問とする。 

(目的) 

第 3 条 本会は、本校の教育方針に基づき、各人に自主的態度と社会性を養い、生徒相互の協力と団

結により、良き校風の樹立と、民主的にして明朗なる学園の建設に努める事を目的とする。 

第 4条 本会は、前条の目的を達成するため、次の活動を行う。 

   １．会員相互の親睦に関する事。 

   ２．学校内外の風紀の維持、及び向上に関する事。 

   ３．会員の文化教養に関する事。 

   ４．学校行事への積極的な協力。 

   ５．その他、目的達成に必要な事。 

第 5条 会員は、本会が定める事項を行う権利と、それに従う義務を有する。 

第 6条 本会の活動は、顧問及び学校と十分協議し、指導助言を受けて行う。 

 

 

第 2章 組織及びその任務 

 

第 7条 本会には組織図(別添)の機関、委員会を置く。 

(生徒会執行部) 

第 8条 本会に次の役員を置き、生徒会執行部(以下、執行部)とする。 

   １．会長  1名 

   ２．副会長 男女各 1名 

   ３．書記  2名 

   ４．会計  2名 

   ５．総務  中央委員会で必要と認められた人数 

第 9条 会長及び副会長は、立候補制とし、全会員の中から無記名投票で選出し、学校長が認証する。

書記、会計、総務は会長が推薦し、中央委員会の承認により任命する。 

第 10条 執行部は次の事を行う。 

   １．中央委員会への提出議案の作成。 

   ２．中央委員会及び生徒総会の議決事項の実行促進。 

   ３．第 3条を達成するための活動。 

   ４．その他。 
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第 11条 執行部役員の任期は原則として１年間とする。再任を妨げない。 

第 12条 会長は次の事を任務とする。 

   １．生徒総会、及び中央委員会を招集する。 

   ２．生徒総会、及び中央委員会に議案を提出する。 

      ３．学校行事、及び対外的行事に生徒代表として参加する。 

   ４．執行部を代表し、第 3条の達成に尽力する。 

   ５．その他。 

第 13条 副会長は会長を補佐し、会長に事故がある時には、これを代行する。 

第 14条 書記は本会活動の記録をとり、保管する。 

第 15条 会計は本会の会計事務を行う。  

(生徒総会) 

第 16条 生徒総会(以下、総会)は本会の最高議決機関であり、年 1回開催する事を原則とし、生徒会

長が招集する。但し、次の事項に該当する場合、臨時に開催する事が出来る。 

      １．中央委員会で必要と認められた場合。 

   ２．会員の３分の１以上の要求がある場合。 

   ３．会長及び生徒会執行部が必要と認めた場合。 

   ４．学校当局の要求がある場合。 

第 17条 総会では次の事項の決議を行う。 

   １．予算案、決算報告の承認。 

   ２．諸規定の改正。 

   ３．本会の目標を達成するのに必要な事項。 

   ４．その他。 

第 18条 総会は全会員の３分の２以上の出席をもって成立する。議決は出席会員の過半数の賛成を必

要とする。可否同数の場合は、議長により決する。但し、議長は評決に加わる事は出来ない。 

第 19条 総会の議事録は、生徒会書記が担当する。 

(中央委員会) 

第 20条 中央委員会は総会に次ぐ議決機関で、下記の事項を行う。 

   １．生徒総会で討議する議案の審議。 

   ２．予算案、決算の審議。 

   ３．諸規定の制定、及び改正案の審議 

   ４．生徒会行事に関する審議、及び承認。 

   ５．執行部から提案された事項の審議、及び承認。 

   ６．その他必要な事項。 

第 21条 中央委員会は各クラスのホームルーム(以下ＨＲ)長、副ＨＲ長を中央委員とし、執行部役員

を含め構成する。但し、執行部役員は発言権は有するが、議決権は有しない。 

第 22条 中央委員の任期は一学期間とする。再任は妨げない。 

第 23条 中央委員会に委員長１名、副委員長１名、書記２名を置く。正副委員長は中央委員から互選

し、書記は委員長が嘱託する。 
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第 24条 委員長は議事の運営を行う。副委員長は委員長を補佐し、委員長に事故がある時は、その職

務を代行する。書記は議事を記録し、議事録を保管する。 

第 25条 中央委員会は毎月１回行う事を原則とする。但し、会長、又は中央委員の３分の１以上、又

は学校当局の要求がある場合、臨時に招集しなければならない。 

第 26条 中央委員会は中央委員の３分の２以上の出席をもって成立する。議決は、出席委員の過半数

を必要とする。可否同数の場合、議長が決する。但し、議長は評決に参加できない。 

第 27条 中央委員会の決定事項に異議がある場合、全生徒の５分の１以上の連署をもって、生徒会長

に異議提出できる。異議提出を受けた場合、生徒会長は速やかに中央委員会を招集しなけれ

ばならない。 

第 28条 中央委員会で再審議を行うには、出席委員の３分の２以上の賛成を必要とする。再審議は１

度限りとする。 

(専門委員会) 

第 29条 本会に、以下の専門委員会を設置する。 

   １．図書委員会 

   ２．保健委員会 

   ３．体育委員会 

   ４．美化委員会 

   ５．進路委員会 

   ６．生活委員会 

   ７．報道委員会 

   ８．文化委員会 

第 30条 専門委員会は、各ＨＲから選任された委員で構成する。専門委員の任期は 1年間とする。 

第 31条 専門委員会には、委員長 1名、副委員長 1名を置く。委員長、副委員長は各専門委員会で互

選する。 

第 32条 専門委員会は、担当する職員、及び執行部の指導、助言の元で活動する。 

(会計監査委員会) 

第 33条 会計監査委員会は３人の委員で構成する。 

第 34条 会計監査委員は中央委員会の承認を得て、生徒会長が任命する。 

第 35条 会計監査委員会は生徒会会計、部会計、生徒会備品等の監査を行う。 

(選挙管理委員会) 

第 36条 選挙管理委員会は、各ＨＲから選出された委員(各 1名)をもって構成する。委員長、副委員

長及び書記(各１名)を互選する。 

第 37条 選挙管理委員会は、別に定める選挙規定に基づき、本会の会長、副会長選挙に関する全ての

管理、事務を行う。 
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第 3章 ホームルーム 

 

第 38条 ホームルーム(以下、ＨＲと言う)は、本会を構成する基礎単位であり、ＨＲにおける諸問題

及び生徒会活動における基本的な事項を協議する。 

第 39条 ＨＲには次の役員を置く。 

   １．HR長    1名                     ８．美化委員   男女各 1名   

   ２．副 HR長      1名                     ９．生活委員   男女各 1名   

   ３．書記     男女各 1名               10．進路委員   男女各 1名   

   ４．会計     男女各 1名               11．報道委員   男女各 1名   

   ５．図書委員   1名                     12．文化委員   男女各 1名   

   ６．保健委員   男女各 1名               13．選挙管理委員     1名    

   ７．体育委員   男女各 1名               14．その他ＨＲで必要とする係 

 

第 40条 ＨＲ役員は、ＨＲ員の直接選挙で選出し、校長が認証する。 

第 41条 第 39条の 1～４の任期は 1学期間とする。再選は妨げない。5～14の任期は 1年間とする。 

 

第 4章 部活動 

 

第 42条 部は、自主的精神に基づく活動を通じて会員相互の理解を深めつつ、各自の個性の伸張及び

心身の陶冶をはかる事を目的とする。 

第 43条 全会員は各自の希望する部に加入する事が出来る。 

第 44条 部は、６人以上の会員と顧問教師をもって組織する。 

第 45条 部は、部員より部長、副部長、会計を選出し、その運営を行う。 

第 46条 部員が５名以下の場合、中央委員会の承認を得て、同好会として活動できる。 

第 47条 新規の同好会は、顧問教師を必要とし、中央委員会及び職員会の承認を得て発足できる。但

し、その期間は年度内とする。 

第 48条 同好会は、会員より会長を選出する。 

第 49条 同好会には部活動費は支給しない。但し、必要に応じて、生徒会執行部費より、補助する事

が出来る。 

第 50条 同好会は次年度、第 44条の規定を満たし、中央委員会において活動実績が認められた場合、

部に昇格できる。 

第 51条 同好会の活動については、部と同様とする。 

第 52条 廃部は次の場合、中央委員会が審議し、宣言する。 

   １．部自身が廃部を要求した場合。 

   ２．学校当局が廃部を命じた場合。 

   ３．部員がいない、又は活動が認められない場合。 

   ４．その他、中央委員会が廃部を認めた場合。 
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第５章 不信任 

 

第 53条 会員は本会の役員に不信任を提起できる。その際、全会員の３分の１以上の連署を必要とす

る。不信任の提起は生徒会長に行い、その際、生徒会長は速やかに生徒総会に問わねばなら

ない。 

第 54条 本会役員の不信任案は、生徒総会の３分の２以上で不信任案が可決した時、認められる。 

 

 

 

第６章 会計 

 

第 55条 本会の経費は、会員の会費をもって充てる。 

第 56条 本会の会費は 2,000円とする。 

第 57条 会費金額の変更は、生徒総会及び PTA総会の承認を必要とする。 

第 58条 本会の現金保管及び管理は、生徒会顧問に委嘱する。 

 

第７章 会則の改正 

 

第 59条 本会会則の改正は、中央委員会で審議した後、生徒総会の３分の２以上の承認を必要とする。 
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